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はじめに
タナイス類は，体長数ミリ程度の小型水生甲殻

類である．一部の汽水生種を除き大部分は海産種
であり，極域から赤道域まで分布し，浅海域から
水深 9,000 m の超深海域まで生息が確認されてい
る．多くの種は海底砂中に棲管を掘るなどの底生生
活を営んでおり，一部グループは海藻葉上にも進出
している．タナイス類は浮遊幼生期を経ない直達発
生を行うことも関係してか，非常に高密度となる例
が知られる（例えば Allotanais hirsutus における
146,000 個体／ m2 や Leptochelia dubia における
32,800 個体／ m2 など；cf. Larsen, 2005）．この
ようにあらゆる海域から時に高密度で出現するタナ
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Abstract. A tanaidacean species (Zeuxo sp.) was found as a prey item in the stomach of the forktongue 

goby (Chaenogobius annularis), along with two gammarids. The tanaidacean prey was significantly male 

biased (binomial test, P = 0.0094), comprising 20 males and six females, whereas the sex ratio in animals 

collected from environmental substrata by washing seaweeds, mussels, and rock surfaces was not signifi-

cantly biased (binomial test, P = 0.4763; 93 males, 104 females, and 30 unisexed mancae). ANOVA by sex 

showed that the males in the stomach were significantly larger than males from the environment (df = 1, 

F = 30.11, P < 0.001); there was no significant difference for females (df = 1, F = 1.555, P = 0.215). These 

results suggest that the goby shows prey-size preference, perhaps related to behavioral differences between 

male and female Zeuxo sp., as previously suggested for a comfamilial tanaidacean.

* k_kakui@mail.goo.ne.jp; kakui@mail.sci.hokudai.ac.jp

イス類は，生態学的に重要な動物群だと認識されつ
つも生態調査では無視されることが多く（Larsen, 
2005），生態情報の乏しい動物群である．

小 型 で 動 き が 緩 慢 な タ ナ イ ス 類 は， 様 々 な
動 物 に 餌 資 源 と し て 利 用 さ れ て い る． エ ビ 類
（Balasubramanian et al., 1979）， カ ニ 類
（Williams, 1982）， 異 尾 類（ タ ラ バ ガ ニ 科 ; 
Abelló, 1995），等脚類（Johnson & Attramadal, 
1982），ヨコエビ類（Dauby et al., 2001）など
の甲殻類に加え，多毛類（Shaffer, 1979），イソ
ギンチャク類（Oliver et al., 1982）や渡り鳥の胃
内容物からも見つかっている（Băcescu & Guţu, 
1975）．魚類による利用も多く報告されている．
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深 海 生 魚 類（Pearcy & Ambler, 1974; 椿 ほ か , 
2012）からも知られるが，浅海域に生息する魚
類からの報告が多い（cf. Larsen, 2005）．水産資
源として重要なマダイ稚魚（阿部 , 2007）や食用
ナマズ（Angsupanich et al., 2005）の重要な餌
資源であるという報告のほか，タツノオトシゴ類
（Woods, 2002; Kwak et al., 2004）やハゼ類に
よる利用も知られる（Ganapati & Sastry, 1974; 
Hartney, 1989; Corrêa & Uieda, 2008; Chargulaf 
et al., 2011）．本研究では，奥尻島で採集したハゼ
科魚類の胃内容物より出現したタナイス類について
報告する．

材料と方法
2010 年 5 月 9 日に奥尻島藻内の潮溜りで得られ

た 1 個体のハゼ類を用いた．ハゼ類は短時間冷凍
庫に入れ仮死状態にした後，解剖を行い，胃内容物
を回収した．解剖後のハゼ類および胃内容物は無水
エタノールで固定，保存した．ハゼ類の同定には中
坊（2000）を用いた．環境中のタナイス類採集の
ために採集地点周辺の岩肌，褐藻類，イガイ類の洗
い出しを行った．得られたタナイス類は無水エタ
ノールで固定，保存した．タナイス類の雌雄は，雄
性突起の有無および覆卵葉の有無を実体顕微鏡下で

確認し判断した．今回得られたタナイス類には，特
に被食個体において，強く屈曲し体長が大きく変化
した個体や潰れて体幅が変化した個体が含まれたた
め，体サイズの指標に第 1 胸節長を用いた（図 1）．
なお，変形したり屈曲したり胸節間膜が不自然に伸
びたりしていない個体の体長は，第 1 胸節長と強
く相関していた（図 2）．検定は R version 3.0.3（R 
Core Team, 2014）を用いて行った．

結果と考察
採 集 さ れ た ハ ゼ 類（ 図 3） は， ア ゴ ハ ゼ

Chaenogobius annularis Gill, 1859 と 同 定 さ れ
た．この個体の胃内容物にはナミタナイス属の一種
Zeuxo sp. 26 個体（以降「胃内タナイス」と呼ぶ）
とヨコエビ類 2 個体が含まれた（図 4）．アゴハゼ

図 1．第 1 胸節長の計測位置（実線），側面図．cara，背甲；
che，鋏脚；p1，p2，それぞれ第 1，第 2 胸節．
Figure 1. Measurement taken on pereonite 1 (solid line) 
of Zeuxo sp., lateral view. Abbreviations: cara, carapace; 
che, cheliped; p1, p2, pereonites 1 and 2, respectively.

図 2．第 1 胸節長と体長の関係（雄 40 個体，雌 53 個体，幼
体 6 個体の結果に基づく）．
Figure 2. Relationship between length of pereonite 1 and 
body length in Zeuxo sp.

図 3．アゴハゼ（固定前，左側面より）．
Figure 3. Forktongue goby, left lateral view, showing 
coloration of a fresh specimen.
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の食性については，Nakamura (1936)，Suyehiro 
(1942)，および佐々木・服部（1969）で報告され
ており，成長段階に応じて組成・各餌種相対量の変
化が見られるが，全体としてヨコエビ類，等脚類，
アミ類，カイアシ類，十脚類，昆虫類，腹足類，多
毛類，魚類（アゴハゼ小型個体含む），海藻類が記
録されている．今回のナミタナイス類の出現は，ア
ゴハゼ胃内容物として初の報告となる．

環境中からのタナイス採集の結果，ナミタナイス
類は 227 個体得られた（以降「環境タナイス」と
呼ぶ）．その構成は 93 個体の雄と 104 個体の雌，
30 個体の性別不明の幼体であり，性比に偏りは無
かった（二項検定，P = 0.4763）．一方，胃内タ
ナイス 26 個体は 20 個体の雄と 6 個体の雌からな
り，性比は有意に雄に偏っていた（二項検定，P = 
0.0094）．環境タナイスと胃内タナイスの体サイズ
分布は図 5 のようになった．雌雄それぞれの体サ

図 4．胃内容物．A，摘出前の胃（腹側より）；B，C，胃内タナイス（それぞれ雄と雌）；D，環境タナイス（雄）；E，F，胃内より出
現したヨコエビ類 2 個体．矢頭，胃内のナミタナイス類；*，胃内のヨコエビ類；a，p，それぞれ頭側，尾側．スケールはいずれも 1 
mm．
Figure 4. Stomach contents. A, Stomach in body cavity, ventral view; B, C, male and female Zeuxo sp. from stomach, 
respectively; D, male Zeuxo sp. from environmental substratum; E, F, two gammarids from stomach. Arrowheads, Zeuxo sp. 
in stomach; *, gammarid in stomach; a, p, anterior and posterior, respectively. Scale bars = 1 mm.

イズについて採集環境を要因に分散分析を行った結
果，雌では違いが見られなかったが（df = 1, F = 
1.555, P = 0.215），雄では環境タナイスよりも胃
内タナイスの体サイズが有意に大きいことが示され
た（df = 1, F = 30.11, P < 0.001）．なお胃内タナ
イスと環境タナイスは，詳細な形態比較は行ってい
ないが，背甲の模様が同様であることから同一種と
考えられる．

以上のことから，今回用いたアゴハゼ 1 個体は，
大型の雄のタナイスをよく捕食していたといえる．
大型の個体をよく捕食していたことからは，ハゼに
おけるある程度の餌サイズ選好性の存在が示唆され
る．雄個体をよく捕食していたことについては，以
下のタナイスの性質が関係している可能性が考えら
れる．今回胃内容物として出現したナミタナイス類
はタナイス科に属し，海藻・海草などの基質上に
棲管を作成しその中で生活している．Johnson & 
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Attramadal (1982) は，同様の生活を行うタナイス
科の一種について，棲管を離れるのは性的に成熟し
た雄だけであり，かつ成熟した雌の出現する繁殖期
に限られると記述している．また，雌探索のための
その行動が，雄を捕食者にさらすことになってい
るとも指摘している．今回，得られた雌 110 個体
のうち 56 個体が抱卵していたことから，調査時期
は本種の繁殖期に当たると考えられる．ナミタナ
イス類における行動の研究はなされていないが，
Johnson & Attramadal (1982) で記述されたもの
と同様の習性を備えているとすると，雄に偏った被
食は，ハゼの習性よりもむしろタナイスの性質に基
づく雌雄間の捕食者遭遇頻度の違いに起因している
と考えられる．

今回得られたアゴハゼの胃内容物の組成は，房総
半島を調査地とした佐々木・服部（1969）の結果

とは大きく異なるものだった．しかし本研究で対象
としたアゴハゼは 1 個体と少なく，得られた組成
が 1 個体に限られる可能性がある．アゴハゼによ
るタナイス類の捕食は，天草でも確認されている（新
垣誠司 , 私信）．今後，環境中の生物組成の情報と
合わせて，複数地域で多数個体のアゴハゼを対象に
研究を行うことで，生息地域間・季節間での食性・
餌組成の違いが見つかる可能性がある．
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